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令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

経 済 学 入 門  

 

講義 

 

前期 

 

担 当 者 名  

 

伊 藤  好 一  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

本 講 義 で は 、 様 々 な 経 済 理 論 の 要 点 、 ミ ク ロ 経 済 学 ・ マ ク

ロ 経 済 学 の 基 礎 知 識 、 地 域 経 済 を 理 解 す る と き に 重 要 と な

る 議 論 お よ び そ の 事 例 に つ い て 説 明 し 、 経 済 学 の 基 礎 的 な

理 解 を 深 め つ つ 地 域 経 済 の 今 後 に 対 し 学 生 た ち が 自 分 な り

の 考 え を も つ こ と を 目 指 す 。 主 に パ ワ ー ポ イ ン ト と 配 布 資

料 を 用 い た 講 義 形 式 で 行 う 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

経 済 学 の 各 流 派 の 全 体 像 を 示 し 、 自 分 た ち が ど の よ う な 経

済 理 論 を 学 ん で い る の か を 常 に 意 識 で き る よ う な 講 義 を 行

っ た 。 そ し て 、 各 理 論 の 特 徴 を 時 代 背 景 と 共 に 紹 介 し 、 な

る べ く 理 解 し や す い よ う に 説 明 し た 。 毎 回 の 講 義 を 様 々 な

〈 問 い 〉 か ら は じ め 、 講 義 が 終 わ る た び に 学 生 た ち が 〈 答

え 〉 を 得 て い く よ う な 流 れ を 意 識 し て 講 義 を 構 成 、 展 開 し

た 。 学 生 た ち が 学 習 内 容 に 対 し て 主 体 的 に 向 き 合 え る 環 境

を 整 え る た め 、 毎 回 の 講 義 で リ ア ク シ ョ ン ペ ー パ ー を 配 布

し 意 見 や 質 問 を 集 め 次 回 の 講 義 で 欠 か さ ず に 回 答 す る よ う

に 努 め た 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

多 く の 項 目 で 4以 上 と 概 ね 良 好 な 評 価 を 得 た と 思 わ れ る が 、

「 到 達 目 標 の 達 成 」 の 3.75、 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」

の 1.53の 2項 目 に つ い て は 検 討 す る 必 要 が あ る こ と を 確 認

で き た 。 「 到 達 目 標 の 達 成 」 で は 、 昨 年 度 は 3.31で あ り 、

若 干 の 改 善 が み ら れ る 。 こ れ は 、 講 義 全 体 だ け で は な く 各

講 義 の は じ め に 学 ぶ べ き ポ イ ン ト を 細 か く 説 明 し た こ と が

功 を 奏 し た も の と 考 え る 。 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 で

は 、 昨 年 度 の 1.67か ら 下 降 傾 向 に あ り 、 よ り 積 極 的 な 改 善

が 必 要 で あ る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 、 「 教 材 や 機 器 の 使

用 な ど の 工 夫 」 が 4.72と 最 も 高 い （ 昨 年 度 の 4.59か ら も 上

昇 し て い る ） が 、 自 由 記 述 の 感 想 か ら 、 配 布 資 料 の 構 成 や

見 や す さ が 評 価 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。  

「 総 合 的 な 満 足 度 」 は 4.32だ が 、 今 後 も よ り 高 い 評 価 を 得

ら れ る よ う に 努 め た い 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

「 到 達 目 標 の 達 成 」 に つ い て は 引 き 続 き 学 ぶ べ き ポ イ ン ト

な ど の 説 明 を 細 や か に 行 う と と も に 適 宜 イ ラ ス ト 等 も 活 用

し 、 よ り 学 生 た ち の 理 解 が 促 せ る よ う な 工 夫 に も 取 り 組 ん

で い く こ と と す る 。 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 に つ い て

は 、 よ り 具 体 的 な 予 習 ・ 復 習 の 指 示 を 出 し 、 次 回 講 義 時 に

振 り 返 り を 行 う 時 間 を 設 け る 。  



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート
担当科目名  

講義区分・開講期  

キャリアデザイン A

演習 前期 

担 当 者 名 
濱嶋幸司

PLAN
目標の設定 

授業の方法 

⇩

本 講 義 で は 、生 涯 に わ た る キ ャ リ ア を 広 く 学 ぶ こ と を 目

的 と す る 。 具 体 的 に は 、 卒 業 後 の 進 路 を 考 え る に あ た っ て

自 分 自 身 を 知 り 、 職 業 適 性 を 知 る こ と の 必 要 性 を 学 ん で い

く 。 そ の た め に も 自 分 は ど の よ う に 働 き 、 ど の よ う に 生 き

る か 考 え る 力 が 必 要 に な り 、 知 識 と 技 術 を 習 得 す る 。  

講 義 形 式 を 中 心 に お こ な う 。

DO
目標に基づく 

教育方法の実践 

⇩

履 修 者 へ は 各 回 資 料 を 配 布 す る 。 ま た 、 能 動 的 な 学 修 を

促 す 工 夫 （ グ ル ー プ ワ ー ク な ど ） も 用 意 す る 。 授 業 内 容 を

理 解 す る た め に 適 宜 、 振 り 返 り の 課 題 を 実 施 す る 。  

以 下 の 到 達 目 標 を 重 視 し た 授 業 を 実 施 す る 。

① 長 い 人 生 に お け る キ ャ リ ア の 必 要 性 、 意 味 に つ い て 理 解

す る 。

② 自 己 分 析 、 職 業 適 性 を 理 解 し 、 自 分 の 将 来 の ビ ジ ョ ン を

用 意 す る 。

③ 採 用 活 動 お よ び 卒 業 後 の 職 業 生 活 （ 会 社 ･ 職 場 の 仕 組 み 、  

社 会 の ル ー ル 、 礼 儀 作 法 ） を 知 る  。

CHECK
自己点検・評価 

授業評価アンケート 

⇩

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス に よ る 危 機 状 況 も ３ 年 目 と な っ た 。

一 斉 休 講 等 の 不 安 は あ っ た も の の シ ラ バ ス に 記 載 し た 各

回 （ 全 15回 ） の 授 業 は 予 定 通 り 、 実 施 で き て い る 。 何 名 か

の 学 生 は コ ロ ナ 陽 性 ・ 濃 厚 接 触 者 と い う こ と で 欠 席 し た 。

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 有 効 回 答 は 23名 （ 前 年 は 26名 ） で

あ っ た 。 残 念 な が ら 1名 の 退 学 が あ っ た 。 「 英 会 話 A」 の 授

業 後 と い う 時 間 割 も 功 を 奏 し た の か 、出 席 率 は と て も よ か

っ た 。 総 合 的 な 満 足 度 は 4.82（ 前 年 は 4.58、 ち な み に 前 々

年 は 4.52） と な っ て お り 、 概 ね キ ャ リ ア の 重 要 性 は 理 解 さ

れ て い る の で は な い か と 思 う 。  

予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 が 少 な い が 本 時 間 冒 頭 に 基 礎 学

力 向 上 時 事 問 題 （ 全 10回 ） を 実 施 し て お り 、 そ こ に 向 け た

予 習 を 促 し て は い た 。 予 習 の 習 慣 が つ い た と 思 わ れ る 。  

ACTION
次年度に向けての 

改善策・見直し 

昨 年 度 は 受 講 態 度 に 問 題 の あ る 学 生 が 見 ら れ た 、今 年 度

の 履 修 学 生 は 態 度 に 概 ね 問 題 は 感 じ ら れ な か っ た 。 本 科 目

は 1年 生 の 必 修 科 目 で も あ り 、 今 後 の 就 職 活 動 （ 履 歴 書 作

成 、 企 業 エ ン ト リ ー 、 面 接 ） と 関 わ る 科 目 で あ る 。 就 職 活

動 は 早 期 化 し て い る 。短 大 生 の 就 職 実 績 は 学 外 へ の 評 価 と

も 直 結 す る の で 、 例 年 同 様 、 意 欲 の 向 上 と 適 切 な 技 能 習 得

を 促 す よ う に し て い き た い 。  



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

担当科目名  

 

講義区分・開講期  

社会心理学  

講義  前期  

担 当 者 名 

 
濱嶋幸司  

 

PLAN 

目標の設定 

授業の方法 

 

 ⇩  

本 講 義 で は 、社 会 心 理 学 の こ れ ま で の 研 究 成 果 を 紹 介 し

、 履 修 者 に 多 様 な 価 値 観 、 思 考 枠 組 を 提 供 す る こ と を 目 的

と す る 。 具 体 的 に は 、 社 会 の 中 で 形 成 さ れ る 個 人 の 心 理 と

は ど う い う も の か 、自 我 や 自 己 は ど う や っ て つ く ら れ て い

く の か 、言 い 換 え れ ば 社 会 を 学 習 し て い く の か を 事 例 を 用

い な が ら 説 明 す る 。 自 分 の こ れ ま で の 生 活 を 振 り 返 り 、 視

野 を 広 げ 、 今 後 に 役 立 つ 機 会 と し た い 。 講 義 形 式 を 中 心 に

お こ な う 。  

 

DO 

目標に基づく 

教育方法の実践 

 

 

 

 

 

 ⇩  

履 修 者 へ は 各 回 資 料 を 配 布 す る 。 ま た 、 能 動 的 な 学 修 を

促 す 工 夫 （ グ ル ー プ ワ ー ク な ど ） も 用 意 す る 。 授 業 内 容 を

理 解 す る た め に 適 宜 、 振 り 返 り の 課 題 を 実 施 す る 。  

以 下 の 到 達 目 標 を 重 視 し た 授 業 を 実 施 す る 。  

① 社 会 心 理 学 の 基 礎 的 な 考 え 方 を 身 に つ け る こ と が で き

る 。  

② 身 近 な 社 会 現 象 、心 理 現 象 に つ い て 社 会 心 理 学 を 用 い て

説 明 す る こ と が で き る 。  

③ 社 会 心 理 学 の 思 考 を 日 常 生 活 に 応 用 し 、困 難 な こ と が 生

じ て も 向 き 合 っ て い く こ と が で き る 。  

 

CHECK 

自己点検・評価 

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス に よ る 危 機 状 況 も ３ 年 目 と な っ た 。

不 安 は あ っ た も の の 幸 運 に も シ ラ バ ス に 記 載 し た 各 回 （ 全

15回 ） の 授 業 は 予 定 通 り 、 実 施 で き て い る 。 何 名 か の 学 生

は コ ロ ナ 陽 性 ・ 濃 厚 接 触 者 と い う こ と で 欠 席 し た 。 グ ル ー

プ ワ ー ク な ど 授 業 内 に 少 人 数 で 対 話 さ せ る 授 業 は 残 念 な

が ら 、 今 年 も で き な か っ た （ な お 、 昨 年 度 、 授 業 内 で 簡 単

な 心 理 実 験 を し た が 不 評 で あ っ た た め 今 年 は 講 義 中 心 に

再 編 し た ） 。  

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 有 効 回 答 は 16名 で あ っ た（ 昨 年 度

は 25名 ） 。 総 合 的 な 満 足 度 は 4.75（ 昨 年 度 は 4.70、 一 昨 年

度 4.53） と な っ て お り 、 高 評 価 が 続 い て い る 。  

昨 年 度 の 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 が 少 な い （ 1.57） と 記

載 し た が 、 今 年 度 は 1.79と 若 干 の 上 向 き が 見 ら れ た 。 憶 測

の 域 を 出 な い が 、 真 面 目 に 履 修 す る 学 生 が 復 習 に 時 間 を 割

い た 可 能 性 が あ り 、 平 均 を 押 し 上 げ た の で は な い か 。  

 

ACTION 

次年度に向けての 

改善策・見直し 

 

今 年 も 大 幅 な 遅 刻 ・ 途 中 で ト イ レ に 駆 け 込 む ・ 居 眠 り ・

無 断 欠 席 が 続 出 し た 。今 年 度 も 最 終 的 に 数 名 に 成 績 不 可 を

つ け ざ る を 得 な か っ た 。 期 末 試 験 の 結 果 も 芳 し く な く 、 や

む を 得 ず 再 試 の 機 会 を 用 意 し た も の の 実 際 に 受 験 に 来 た

学 生 が 1名 だ っ た と い う の も 残 念 で あ っ た 。 受 講 態 度 お よ

び 予 習 復 習 の で き る 学 生 と な る よ う 受 講 時 に 促 し て い く 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名  

 

講義区分・開講期  

現 在 韓 国 経 済 ・ 文 化 論  

講義  ・ 演習  前期  ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名 

 

金  美 敬  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

韓国の文化や経済について、正しい知識を深めることを目的とす  

る。また、韓国を訪れるにあたり、韓国人の考え方や韓国の歴史な  

どもしっかりと知っておくことが必要となる。 

授業の方法は、メディアなどを利用した講義式の授業を行う。学

生には課題などを提示し、積極的に授業に参加させる。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

正しい韓国の文化・経済の知識を修得し、韓国旅行や研修に役に

立つことを目指す。授業で学んだ知識や情報などを生かし、韓国

旅行をグループごとに計画を立て、発表させる。相互情報交換に

もなる。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

課題を通して学習環境をもっと作ることが必要だと思う。また、

グループを組んで、積極的に参加させることも必要だと思う。  

 

 

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

予習や復習など、学習をするように、もっと学習環境を作る。特

に、予習として、次回の講義の内容について調べさせることも必

要になる。復習は、グループを組んで、積極的に参加させ、グル

ープごとにも学習させることも考える。  

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

  情 報 基 礎 演 習  I  

 

講義 ・ ✓演習 

 

✓前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名 

 

 三 浦  久 典  

 

PLAN 

目標の設定 

授業の方法 

 ⇩  

書類作成に用いられる Microsoft Office(Word、Excel、

PowerPoint)を通して、レポート作成やデータ分析など実務的な操

作、活用方法を習得するとともに、コンピュータの基本知識・情

報モラルを習得することを目指す。 

 

DO 

目標に基づく 

教育方法の実践 

 

 ⇩  

生徒の興味や理解度を確認しながら、優先すべき課題を勘案し 

授業毎にテキストを準備。実習を通して実務的な操作を実践。 

講師は見回りながら、生徒のサポートを行う。 

 

理 解 の 早 い 生 徒 、 興 味 の あ る 生 徒 は 応 用 し た 技 術 を 習 得 で

き る よ う 、 応 用 課 題 を 準 備 し 実 践 で き る 環 境 に す る 。  

 

CHECK 

自己点検・評価 

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 ⇩  

総 合 的 な 満 足 度 に つ い て 一 定 の 評 価 は い た だ い た が 、 以 下

項 目 の 改 善 が 必 要 。  

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

授 業 内 だ け で 学 び が 完 結 し て い た の で 、 予 習 復 習 を 習 慣  

づ け る 作 る 仕 組 み が 必 要 。  

 

【 授 業 の 目 的 の 明 確 さ 】 【 話 し 方 や 説 明 】  

授 業 毎 に 用 意 し た テ キ ス ト に 依 存 せ ず 達 成 目 標 と わ か り  

や す い 説 明 の 工 夫 が 必 要 。  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】  

後 ろ の 席 か ら 教 室 前 方 の ス ク リ ー ン が 見 え な い こ と が  

あ る 、 後 ろ に 声 が 届 き に く い と の 声 が あ っ た 。  

 

ACTION 

次年度に向けての 

改善策・見直し 

 

 

 

【 予 習 ・ 復 習 の 平 均 時 間 】  

課 題 や テ ス ト な ど を 増 や し 習 慣 的 に 学 ぶ 環 境 を 準 備 す る 。  

 

【 授 業 の 目 的 の 明 確 さ 】 【 話 し 方 や 説 明 】  

テ キ ス ト に 依 存 せ ず 、 達 成 目 標 ・ 実 例 な ど を 交 え た 、 わ か

り や す く 丁 寧 な 説 明 に 努 め る 。  

講 師 か ら 生 徒 へ の 一 方 通 行 に な ら な い よ う な 話 し 方 を 工 夫  

 

【 教 材 や 機 器 の 使 用 な ど の 工 夫 】 前 方 ス ク リ ー ン に 映 し な

が ら 操 作 を す る 際 は 後 方 席 の 生 徒 に 理 解 で き た か 確 認 。  

ま た 声 に つ い て は 話 す 位 置 を 考 慮 。 マ イ ク な ど も 検 討 。  

 
 



令和 4 年度 授業に関する自己点検評価シート 
 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

幼  児  音  楽  

 

演 習 

 

前 期 

 

担 当 者 名 

 

    江 端  深 雪  

 

PLAN 

目標の設定 

授業の方法 

 

 ⇩  

保 育 者 と し て 必 要 な 音 楽 能 力 の 育 成 を 目 的 と し 、 ピ ア ノ

演 奏 技 術 習 得 を 含 め た 総 合 的 な 音 楽 能 力 の 伸 長 を 図 る こ と

を 目 指 し て い る 。  

授 業 方 法 と し て は 、 主 に 教 科 書 と プ リ ン ト を 使 用 し 、 講

義 形 式 で 保 育 活 動 に 必 要 な 音 楽 基 礎 理 論 を 学 習 す る と 同 時

に 、 MLを 使 用 し て 様 々 な 実 践 形 式 を 用 い ピ ア ノ 演 奏 技 術 習

得 を 目 標 と す る 。  

 

DO 

目標に基づく 

教育方法の実践 

 

 

 

 

 

 ⇩  

 講 義 ・ 演 習 に お い て 、 現 在 学 ん で い る こ と が 保 育 者 に と

っ て な ぜ 必 要 な の か 、 保 育 現 場 で ど の よ う に 活 か す こ と が

で き る の か を 可 能 な 限 り 詳 細 に 説 明 し 、 興 味 関 心 ・ 目 的 意

識 を 持 ち な が ら 、 学 び に 対 す る モ チ ベ ー シ ョ ン を 保 て る よ

う 心 が け た 。  

 音 楽 技 能 は 、 入 学 時 点 の 能 力 に 大 き な 差 異 が あ り 一 様 な

授 業 展 開 は 難 し い 。 ま ず 導 入 と し て 初 心 者 が 理 解 し や す い

平 易 な 内 容 か ら 始 め 、 無 理 な く 理 論 か ら 実 践 へ と ス ム ー ズ

に 繋 が っ て い く よ う 配 慮 し た が 、 音 楽 経 験 者 に と っ て は 平

易 過 ぎ る 内 容 で あ っ た と 思 わ れ 、 対 象 学 生 に 対 し ど の よ う

な 方 法 で 能 力 の 伸 長 を 図 る の か 工 夫 が 必 要 で あ る 。  

 MLに つ い て は 、 機 材 の 関 係 か ら 能 力 別 に 二 分 割 で 演 習 を

行 っ て い た が 、 自 己 学 習 等 は 実 施 し て い た も の の 時 間 ロ ス

は 否 め ず 、 学 生 数 に 対 し て 充 分 な 機 器 整 備 が 望 ま れ る 。  

 

CHECK 

自己点検・評価 

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

Ⅰ ． 受 講 態 度 に つ い て  

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の な か で は 昨 年 に 引 き 続 き 「 予 習 ・

復 習 の 週 平 均 時 間 」 の 項 目 が 突 出 し て 低 く 、 改 善 の 努 力 は

し た つ も り で あ っ た が 、 結 果 と し て 表 れ な か っ た 。  

Ⅱ .授 業 内 容 に つ い て  

 概 ね 授 業 内 容 は シ ラ バ ス 通 り 実 施 で き 、 授 業 順 序 に つ い

て も 昨 年 の 反 省 を 活 か す こ と が で き た よ う に 思 う 。 受 講 者

全 員 が 「 新 し い 知 識 や 技 能 の 習 得 」 が で き た と 感 じ て 貰 え

た 事 は (評 価 5)、授 業 実 施 者 と し て 非 常 に 励 み に な る 事 で も

あ り 、 よ り 良 い 授 業 を 目 指 し て 変 化 し 続 け る こ と は 大 切 だ

と 改 め て 考 え さ せ ら れ た 。  

Ⅲ ・ 授 業 の 進 め 方 に つ い て  

 必 ず 学 生 の 理 解 度 、 質 問 の 有 無 を 確 認 し な が ら 授 業 を 進

め る よ う 心 が け て い た つ も り で あ る が 「 機 材 や 機 器 の 使 用

な ど の 工 夫 」 に つ い て は 落 ち 込 み が あ り 、 や は り MLの 使 用

の 仕 方 等 の 問 題 が 顕 著 に な っ た と も 言 え よ う 。  

次 年 度 に 向 け て   講 義 予 定 が な い た め 、 改 善 策 ・ 見 直 し は 未 記 入 。  



 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

幼 児 美 術  

 

演  習 

 

前  期  

 

担 当 者 名  

 

 神 林  眞 里  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

子 ど も の 遊 び を 豊 か に し 、表 現 活 動 へ の よ き 援 助 者 、理

解 者 と な る よ う 、造 形 表 現 の 基 礎 的 知 識 と 技 法 を 子 ど も の

遊 び を 想 定 し な が ら 実 践 し 修 得 。  

教 材 研 究 実 践 か ら 、表 現 の 楽 し さ を 味 わ い 、自 由 な 発 想

と 創 造 力 を 育 む 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 ⇩  

 

● 実 践 状 況 の 振 り 返 り や 新 た な 課 題 設 定 の た め に 、ポ ー ト

フ ォ リ オ を 作 成 。● 適 切 な 導 き が で き る よ う 、 幼 児 造 形 視

点 か ら の 発 達 段 階 を 講 義 形 式 で 理 解 し 、年 齢 に 合 っ た 指 導

方 法 や 技 術 な ど 演 習 実 践 を 通 し て 習 得 。● 実 技 制 作 体 験 を

し な が ら 使 用 教 材 の 特 性 を 理 解 し 、 教 材 研 究 を 行 う 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 ⇩  

子どもの遊びを想定しての造形活動基礎内容なので、保育者を目

指す者として興味関心があり、表現することの楽しさを味わいな

がら学びの重要性を理解できたと考える。学習する姿勢は意欲的

で繰り返すごとに効果が見え、達成感を味わっていた。時間内の

実技演習を主としたが、過去美術選択をしていない学生が殆ど

で、取り組み方や道具の扱いに時間が掛り、完成までと振り返り

復習に個人差が大きい。 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 

到 達 目 標 は ほ ぼ 達 成 で き て い る 。し か し コ ロ ナ 対 策 と し て

マ ス ク を 着 用 し 会 話 制 限 や 道 具 の 使 用 制 限 が あ り 、内 面 の

開 放 や 伝 達 は 、昨 年 同 様 あ ま り 感 じ る こ と が で き な い 。次

年 度 が 状 況 改 善 さ れ て 自 由 に 表 現 活 動 で き る こ と を 期 待

す る 。ま た 、実 技 演 習 の 予 習 復 習 時 間 設 定 に つ い て 、コ ロ

ナ 渦 の 実 技 に リ モ ー ト 設 定 や 課 題 設 定 の 難 し さ を 感 じ 、予

習 復 習 時 間 の 項 目 を 講 義 の 専 門 性 に 合 わ せ 、 見 直 し 必 要 。 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

子 ど も 家 庭 支 援 の 心 理 学  

 

講義  ・ 演習 

 

前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

 乳 井  英 雄  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

「 子 ど も と 家 庭 の 抱 え る 諸 問 題 を 理 解 で き る よ う に な る こ

と と 、 そ の 支 援 の 在 り 方 に つ い て の 事 例 な ど を 基 に し て 家

族 の 心 と の 関 連 性 を 理 解 す る こ と 」 を 目 標 と し て 、 講 義 お

よ び 演 習 形 式 で 授 業 を 実 施 す る こ と と し て い る 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

授 業 到 達 目 標 を 基 に し た シ ラ バ ス の 授 業 計 画 に 明 記 し て い

る 1回 目 か ら 1 5回 目 ま で の 講 義 内 容 を 実 施 し 、 同 じ く 評 価

方 法 に 明 記 し た 定 期 試 験 に よ っ て 単 位 の 認 定 を 行 う こ と と

し て い た 。  

結 果 と し て 授 業 計 画 通 り の 実 施 が 遂 行 で き 、 単 位 認 定 に つ

い て は 、 再 々 試 験 ま で の 間 に 受 講 者 全 員 の 単 位 認 定 が 完 了

し て お り 、 到 達 目 標 を 達 成 す る こ と が で き た 。  

な お 、 定 期 試 験 に よ る 合 格 者 は 3 7名 、 再 試 験 に よ る 合 格 者

は 2名 で 全 学 生 に 単 位 認 定 を し て い る 。  

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

ア ン ケ ー ト 結 果 で は 、 設 問 領 域 「 学 生 の 受 講 態 度 」 が 平 均

値 3 . 8 4、 「 授 業 内 容 に つ い て 」 が 平 均 値 4 . 6 7、 「 授 業 の 進

め 方 に つ い て 」 が 平 均 値 4 . 5 7、 そ し て 「 総 合 評 価 」 に お い

て は 4 . 6 8と い う 学 生 評 価 で あ っ た 。  

設 問 領 域 の 平 均 値 は と も か く と し て 、 設 問 項 目 に お い て は

「 学 生 自 身 の 予 習 ・ 復 習 の 時 間 」 が 非 常 に 少 な い と い う 学

生 本 人 の 自 己 評 価 が 多 数 存 在 し て い る 。  

ま た 、 前 述 以 外 の 「 授 業 内 容 や 進 め 方 」 の 各 設 問 項 目 の 中

で は 「 理 解 度 を 見 て の 授 業 展 開 」 が 4 . 5 3で 最 も 低 く な っ て

い る 。 今 後 、 配 慮 ・ 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

改 善 ポ イ ン ト と し て 、 学 生 に 対 す る 予 習 や 復 習 の 充 実 を 検

討 し な け れ ば な ら な い 点 と 、 「 子 ど も 家 庭 支 援 」 な ど 類 似

授 業 に お け る 講 義 内 容 の 共 通 理 解 と 学 生 対 応 を 工 夫 し な け

れ ば な ら な い 点 を 挙 げ て お く 。  

 





令和４年度 授業に関する自己点検評価シート

担当科目名 セラピー概論

講義区分・開講期 講義 ・ 演習 前期 ・ 後期 ･ 通年

担 当 者 名 阿部 千春

PLAN カウンセリング心理学におけるさまざまな援助方法の理論と実際

目標の設定 を学び，それぞれの理論・技法を実際の保育・幼児教育の現場でど

授業の方法 のように役立てられるかについて検討することを目的とする。カウ

ンセリング心理学におけるさまざまな援助方法の理論や技法につい

ての基礎的な知識を習得することをめざし，後期に実施する教育カ

ウンセラー補の試験に繋げる。

⇩ 教科書と講義資料を用い，講義を行った後で，演習（ペアワーク

やグループワークなど）を行う。授業内で行う試験を受験すること

が単位認定の必須条件となる。

DO 本講義では，カウンセリングの理論と技法を学び，保育・教育の

目標に基づく 現場にどのように生かしていけるかを検討しながら授業を進めた。

教育方法の実践 授業の後半には毎回演習形式を取り入れた。また，学生たちのアセ

スメントする力を高めるために，また，学習した理論的な背景をも

とに，子どもへの対応の仕方を具体的に考えられるようにするため

に，多くの事例を提示しながら授業を進めた。

自ら選択したコースということもあり，授業の回数を重ねること

で徐々に自分の思いや考えを言葉や文章で表現したり，グループワ

ークやペアワークで積極的に取り組んだり，さらに学びを深めてい

こうとする姿勢につながってきた。また，仲間を尊重し，他者から

⇩ 学ぶ姿勢も育ってきている。

授業後に記入した感想からは，子ども理解や対応の仕方，学生自

身の自己理解，就職に向けてじっくり考える機会となったようであ

る。３名という少人数の授業であったため，抱えていた疑問や質問

などそれぞれのニーズに適切に対応できたといえる。

CHECK 授業の目的も明確に伝わっていたといえ（評価 5.00），配付資料

自己点検・評価 やＤＶＤ等の視聴覚教材についても学生にとっては理解の助けにな

授業評価アンケート ったようである（評価 5.00）。
今年度も少人数での授業となり，疑問に思ったことをその都度確

⇩ 認しやすい雰囲気にあったため，それが評価にもつながったといえ

る（「意見や質問の出しやすさ」5.00）。

ACTION ○学びのエンゲージメントにつながる学習内容の整理・精選につい

次年度に向けての て継続していきたい。

改善策・見直し ○学習内容を素早く理解する学生とゆっくりと時間をかけて理解す

るタイプの学生がいる少人数の授業であったため，今後，両者が

ある程度満足するように，細やかな配慮が必要と考えられる。

○教材や機器の利用についての評価は高かったが（ 5.00），実践力

を高められるように今後も工夫していきたい。



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

   社 会 福 祉  

 

講義  ・ 演習 

 

前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

   渡 谷 能 孝  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

学 生 個 々 が 社 会 福 祉 の 制 度 等 に 関 す る 知 識 へ の 理 解 を 深

め 、 現 代社会における福祉課題について向き合い、考えることで、

保育者としての資質向上を図ることをねらいとした。  

教科書やスライド等を用いた講義形式で授業を行い、社 会 福 祉

の 流 れ や 社 会 保 障 制 度 に つ い て の 理 解 と 、 保 育 に か か わ る

福 祉 課 題 な ど に つ い て 考 え た 。  

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩  

社 会 福 祉 の 歴 史 か ら 現 代 社 会 に お け る 福 祉 課 題 ま で 、 幅

広 く 授 業 を 展 開 し て い く 中 、 特 に 今 後 の 生 活 の 中 で も 大 き

く か か わ る 社 会 保 障 に 関 し て 、 年 金 保 険 、 医 療 保 険 、 生 活

保 護 に つ い て は 、 現 状 の 理 解 と 今 後 の 課 題 を 明 確 に し た 授

業 内 容 を 展 開 し た 。  

 ５ コ マ 目 以 降 の 講 義 に つ い て は 、 各 コ マ で 福 祉 課 題 と な

る 内 容 を 講 義 の 中 に 取 り 入 れ た こ と か ら 、 現 代 社 会 に お け

る 福 祉 課 題 に つ い て 、 ど の よ う に 取 り 組 ん で い く べ き か 考

え る き っ か け に な っ た と 思 わ れ る 。  

  

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

授 業 評 価 ア ン ケ ー ト か ら は 、 予 習 、 復 習 へ の 取 り 組 み 時

間 が 少 な い こ と か ら 、 予 習 に つ い て は も っ と 具 体 的 な 取 り

組 み が で き る 仕 組 み づ く り を 考 え て い く 必 要 性 が あ る と 感

じ た 。  

 総 合 的 な 評 価 と し て は 高 く 、 講 義 内 容 を 常 に ア ッ プ デ ー

ト し 、 継 続 し た 形 で 実 践 で き る と 良 い の で は な い か と 考 え

る 。  

 

 

 

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

具 体 的 な 予 習 内 容 の 提 示 。  

社 会 福 祉 関 連 の 最 新 情 報 を 講 義 に し っ か り と 落 と し 込 む

こ と で 、 新 し い 知 識 を 持 っ て 現 代 社 会 と 向 き 合 え る 力 を つ

け る 。  

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

   

教 育 心 理 学  

 

講義  ・ 演習 

 

前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

藤 村  敦  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 ⇩  

 昨 年 度 に 続 き ， 子 ど も の 発 達 や 学 び に つ い て の 代 表 的 な

理 論 に つ い て の 理 解 を 目 標 の 中 心 に 据 え ， そ の 理 解 が 進 む

よ う 実 際 の 保 育 現 場 で 想 定 さ れ る 事 例 に 理 論 を 当 て は め て

考 え る こ と の で き る 演 習 を 計 画 し た 。 ま た ， 演 習 の 振 り 返

り を 毎 回 の 講 義 で 行 う こ と で 定 着 を 図 る よ う に し た 。 さ ら

に ， 昨 年 度 の 反 省 を 基 に ， 予 習 し や す い 教 科 書 を 新 し く 選

定 し ， 毎 回 の 学 習 箇 所 が 分 か る よ う 初 回 の 講 義 で 予 習 す べ

き ペ ー ジ が 分 か る 一 覧 表 の 配 布 を 行 っ た 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 ⇩  

講 義 で 学 ぶ 各 種 理 論 が ， 実 際 の 保 育 現 場 で は ど の よ う に

活 用 さ れ る の か に つ い て 理 解 し や す い よ う ， 各 講 義 の 最 後

の 部 分 で 演 習 を 取 り 入 れ ， 自 ら 考 え る 時 間 を 3 0分 程 度 設 け

た 。 ま た ， 行 っ た 演 習 に つ い て ， 次 の 講 義 の 冒 頭 で フ ィ ー

ド バ ッ ク を 行 っ た 。 ま た 理 論 の 理 解 に つ い て 自 ら 確 認 で き

る よ う ， 計 2回 の 小 テ ス ト を 行 い ， 理 解 の 度 合 い に つ い て フ

ィ ー ド バ ッ ク を 図 っ た 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

ア ン ケ ー ト の 結 果 ， 総 合 的 な 満 足 度 は 4 . 9 2 / 5 . 0 0で あ り ，

昨 年 度 の 4 . 5 0 / 5 . 0 0か ら 大 幅 に 改 善 し た 。授 業 内 容 に つ い て

は 平 均 4 . 9 3 / 5 . 0 0， 授 業 の 進 め 方 に つ い て は 平 均 4 . 9 3 / 5 . 0 0

と い う 数 値 で あ っ た 。 こ の こ と か ら ， 講 義 中 に 設 け ら れ た

演 習 や そ の フ ィ ー ド バ ッ ク ２ 回 の 小 テ ス ト 及 び そ の フ ィ ー

ド バ ッ ク は 適 切 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  

予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 に つ い て は こ れ ま で 同 様 ， 課 題

と し て あ げ ら れ る が ， 前 回 よ り 改 善 が 見 ら れ た こ と か ら ，

教 科 書 の 選 定 な ど の 計 画 は 適 切 で あ っ た と 考 え ら れ る 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

予 習 ・ 復 習 時 間 が 少 な い と い う 課 題 に つ い て は ， 教 科 書

の 新 た な 選 定 ， 及 び 予 習 箇 所 を ま と め た 一 覧 表 の 配 布 な ど

の 手 立 て に よ り ， 改 善 は 見 ら れ た も の の ， 昨 年 と 同 様 の 傾

向 で あ る 。 今 後 も ， 学 習 方 法 に 関 す る 分 か り や す い 指 導 に

努 め て い く 必 要 が あ る 。  



 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

健 康 と ス ポ ー ツ  

 

講義  ・ 演習  前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

池 田  隼  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

運動への意欲を高め、生涯にわたり積極的に運動に関わる資質を

高めることを目的として演習を行う。（シラバスより抜粋）  

 

 

 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 ⇩  

実技形式で行う。また、ベレーボールやフットサル、バスケット

ボールといった球技スポーツの特性を踏まえグループを形成し演

習を進める。（シラバスより抜粋）  

 

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

こ の 科 目 に つ い て は 、 学 生 に な か ま と 一 緒 に 身 体 を 動 か

す こ と の 楽 し さ を 知 っ て も ら う た め に 授 業 を 計 画 し 、 学 生

の 反 応 （ 様 子 ） を 観 察 し な が ら 進 め て い っ た 。 こ の 科 目 で

は 、 ス ポ ー ツ が 好 き で は な い 学 生 か ら 身 体 を 動 か す こ と が

好 き な 学 生 に 対 し 、 基 本 的 な こ と か ら 少 し 専 門 的 な 技 術 ま

で 幅 広 く 授 業 を 展 開 し た 。 ま た 、 限 ら れ た ス ペ ー ス の 中 で

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 も 十 分 に 実 施 し た 上 で 可 能

な 限 り 学 生 間 で 意 見 交 換 で き る 場 面 も 作 っ た 。  

し か し 、 ア ン ケ ー ト 項 目 （ 3） の 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間

は 最 も 低 い 値 を 示 し て い た 。 そ の 他 、 記 述 項 目 で は 楽 し い

と 感 じ る 学 生 が 見 受 け ら れ た 一 方 で 、 グ ル ー プ 編 成 に つ い

て も っ と 自 由 に 実 施 し て 欲 し い と い う 内 容 も あ っ た 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

ア ン ケ ー ト 項 目 （ 3） の 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 を 十 分 に

確 保 さ せ る た め に は 、 授 業 後 に 様 々 な ス ポ ー ツ の 歴 史 や ル

ー ル 等 に 関 連 す る 課 題 を 与 え る こ と や 定 期 的 に レ ポ ー ト 課

題 を 出 す こ と も 検 討 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 実 技 時 の グ ル

ー プ 編 成 に 関 し て も う 少 し 自 由 に 自 分 た ち で 決 め た い と い

う 記 載 内 容 も あ っ た た め 、 目 的 に 応 じ て グ ル ー プ 編 成 に つ

い て も 検 討 す る こ と を 考 え た い 。 し か し 、 授 業 と し て 様 々

な 学 生 が 一 緒 に ス ポ ー ツ を 楽 し む と い う こ と も 学 生 に 伝 え

つ つ 、 次 年 度 の 授 業 で 改 善 し て い き た い 。  

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

人 間 学 １  

 

講義  ・ 演習 

 

前期  ・ 後期  ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

 福 島  重  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩  

本講座は、「自分自身を見つめることができる洞察力・考察力を

身に着けること」を目標に据え、受講生の理解度を見ながら、アク

ティブラーニングの形をとって授業を進めた。  
 

 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 ⇩  

シンプルかつ一貫した目標である「洞察力・考察力の向上」に向

けて、授業では、仏教における根本的な苦しみである「生老病死」

を念頭に置きつつ、学生が生活するうえで生じてくる様々な問題に

ついて取り組み、学習した。毎時間、前半は講義、後半は、いわゆ

る「シンク・ペア・シェア」方式を用い、教員が課したテーマにつ

いて学生たちが考察・発表し、教員がそれをまとめる形を採った。  
 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇩  

 授業評価アンケートでは、ほとんどの項目で４以上のポイントを

得ている。その点では、授 業 が ね ら い 通 り に 進 め ら れ 、学 生 も

想 定 通 り の 理 解 を し た と 自 己 評 価 し て い る 。  

 本講座は、講義スタイルとして、学生に対し明確な形で「予習・

復習」は求めていない。アンケートの「予習・復習」の項目だけが

低評価なのは、そこに理由がある。ただし、講座が「人間」という

ものに着目する以上、授業中に課せられる課題自体が学生の日常に

密接に関わるため、学業として割り切れない部分がある。なかには、

前の週の授業中に出した課題を、１週間生活するなかでもう一度考

え直してくる学生もいる。その点では、アンケート評価に現れない

形ではあるが、本授業の効果が一定程度、学生に出ているのではな

いかと考えている。  

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

本講座が目指すところは、授業で培った「洞察力・考察力」を

、授業外でも活用してもらうことにある。そのため授業で教授す

るのは、「知識」ではなく「物事の考え方」が核になる。  
ここ数年は、コロナ禍ということもあり、学生とのコミュニケ

ーションが上手く取れなかったが、今年度は、比較的順調に進め

ることができた。次年度以降も、学生との対話を通して、より効

果的な授業を目指したいと思う。  

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

日 本 国 憲 法  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

伊 藤  泰  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

日 本 国 憲 法 の 内 容 に つ い て 知 り ， 特 に 人 権 に つ い て の 知

識 を 深 め る こ と を 目 的 と し て ， 具 体 的 な 事 例 を 交 え つ つ 授

業 を 行 う 。  

授 業 の 方 法 に つ い て は ， 講 義 形 式 で 行 う 。  

 

 

 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩ 

日 本 国 憲 法 ， 特 に 人 権 に つ い て の 知 識 を 深 め る と い う 目

標 を 達 成 す べ く ， 日 常 生 活 に 見 ら れ る 人 権 に か か わ る 問 題

を 具 体 的 な 事 例 に 挙 げ て 説 明 し ， さ ら に 質 問 を 多 用 し た 双

方 向 形 式 の 授 業 を 行 っ た 。  

 

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩ 

質 問 項 目 9「 教 員 の 話 し 方 や 説 明 の 仕 方 」に つ い て の 数 値

が 4.71， 質 問 項 目 11「 意 見 や 質 問 の 出 し や す さ へ の 配 慮 」

に つ い て の 数 値 が 4.77， さ ら に 質 問 項 目 13「 総 合 的 な 満 足

度 」 に つ い て の 数 値 が 4.69 と な る な ど ， 全 体 と し て 授 業 評

価 ア ン ケ ー ト に お け る 評 価 は 高 く ， し か も こ れ ら は い ず れ

も 昨 年 度 ア ン ケ ー ト に お け る 評 価 よ り も 高 か っ た 。 こ の こ

と か ら ， 本 講 義 に お い て 掲 げ た 目 標 は 概 ね 達 成 さ れ た も の

と 考 え ら れ る 。  

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

本 年 度 に 掲 げ た 目 標 が さ ら な る 達 成 を 見 る よ う ， 次 年 度

も 引 き 続 き 努 力 す る 方 針 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

 基 礎 国 語  

 

(講義 ) ・ 演習 

 

(前期 ) ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

    西 川 司  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

「 正 し く 、 正 確 に 、 わ か り や す い 文 章 、 話 し 方 、 聞 き 取 る こ

と が で き る よ う に な る 」 と い う の が 、 目 標 で す 。  

そ の た め の 授 業 の 方 法 と し て は 、 授 業 の 中 で 、 わ か り に く い

文 章 を 例 題 と し て 出 し 、 そ れ を そ の 場 で 、 わ か り や す い 文 章

に 直 し て 見 る と い う こ と を 繰 り 返 し ま す 。  

ま た 、 私 の 説 明 の 仕 方 が 、 「 序 ・ 破 ・ 急 」 と い う 生 徒 た ち に

伝 わ り や す い 話 し 方 に な っ て い る か ど う か を 生 徒 た ち に 評 価

さ せ ま す 。  

さ ら に は 、 私 の 講 義 を ど こ ま で き ち ん と 聞 き 取 る こ と が で き

で い る か を レ ポ ー ト に ま と め さ せ ま す 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩ 

「 基 礎 国 語 」 と い う 国 語 の 授 業 を は じ め る 前 に 、 偉 人 や 企 業

成 功 者 、 哲 学 者 な ど が 残 し て い る 「 心 に 響 く 言 葉 」 を 紹 介 し

て い ま す 。 そ う す る こ と に よ っ て 、 「 人 と し て の 生 き 方 」 を

生 徒 た ち に 考 え る き っ か け に し た い 思 い 実 践 し て い ま す 。  

授 業 の 中 心 は 、 私 が 例 題 を 出 し 、 授 業 中 に 生 徒 た ち に 考 え さ

せ 、 答 え を 書 か せ る と い う こ と を 実 践 し て い ま す 。  

そ う す る こ と に よ っ て 、 瞬 時 に 考 え る と い う 癖 を つ け さ せ 、

即 答 さ せ る こ と で 、 文 章 力 を つ け 、 な お か つ 読 解 力 を 身 に 着

け さ せ る こ と が で き る と 考 え て い ま す 。  

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 ⇩ 

私 の 自 己 点 検 ・ 評 価 は 、 お お よ そ 満 足 し て い ま す 。  

そ れ は 授 業 評 価 を 見 て も わ か る と お り 、 お お よ そ の 項 目 に つ

い て 、 「 予 習 ・ 復 習 の 週 平 均 時 間 」 の 「 1.29」 と 「 到 達 目 標

の 達 成 」 の 「 2.66」 以 外 は 、 最 高 点 で あ る 「 4」 近 い 「 3以 上

」 が 大 多 数 で あ る か ら で す 。  

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

 

「 到 達 目 標 の 達 成 」 が 「 2.66」 と い う の が と て も 残 念 で す 。

そ の 原 因 は ど こ あ る の か を 考 え た 場 合 、 「 予 習 」 よ り も 「 復

習 」 に 重 き を 置 い た ほ う が い い だ ろ う と の 考 え に 至 り 、 次 年

度 で は そ の 方 向 で 見 直 し を し よ う と 考 え て い ま す 。  

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

乳 児 保 育 Ⅰ  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

石 山 真 由 美  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

法 律 や ３ 歳 未 満 児 の 発 育 ・ 発 達 に つ い て 学 べ る よ う テ キ ス

ト を 参 考 に 授 業 計 画 を 立 て 、 講 義 形 式 で 授 業 を 行 っ た 。  

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩ 

テ キ ス ト を 中 心 に 学 生 が 理 解 し や す い よ う に 実 際 の 保 育 現

場 の 事 例 を 交 え な が ら 授 業 を 行 い 、 保 育 の 現 場 で 役 立 つ 手

遊 び や 絵 本 の 読 み 聞 か せ 等 も 導 入 し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 ⇩ 

授 業 で 課 題 を 出 し て い た が 、 学 生 の 負 担 に な ら な い よ う 授

業 内 で 行 う よ う に し た た め 、 予 習 ・ 復 習 の 時 間 の 点 数 が 低

く な っ て い る と 推 測 す る が 、 総 合 的 に 満 足 度 が 得 ら れ て い

た と 思 う 。  

 

 

 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

 

 

学 生 が 総 合 的 な 満 足 度 を 得 ら れ る よ う 、 話 し 方 や 説 明 の 仕

方 に 工 夫 を し な が ら 授 業 を 進 め て い き た い と 思 う 。  

 

 

 

 

 

 



令和４年度 授業に関する自己点検評価シート  

 

 

担当科目名 

 

講義区分・開講期 

 

こ ど も の 音 楽 と 遊 び  

 

講義 ・ 演習 

 

前期 ・ 後期 ･ 通年 

 

担 当 者 名  

 

久 藏  郁 子  

 

PLAN 

目標の設定  

授業の方法  

 

 ⇩ 

幼 児 音 楽 の 知 識 を 、 日 本 の 伝 統 文 化 （ わ ら べ う た ） を 中 心

に 深 め 、 音 楽 遊 び を 保 育 現 場 で 活 用 で き る よ う に 検 討 す る 。

教職への意欲を高め、保育現場で多様な視点から音楽遊びの実践を

することができる。 

担当教員のオリジナルテキストを活用し、講義と実践を行う。また、

学生個人及びグループで音楽遊びを展開し、相互の関係性の中で模擬

授業を行う。オリジナルテキストを学生自身の「音楽遊びノート」と

してまとめ提出することで、学びを記録し、今後に活かせる資料とす

る。 

 

DO 

目標に基づく  

教育方法の実践  

 

 

 

 

 

 ⇩ 

わ ら べ う た を 知 ら ず に 育 っ て き て い る 学 生 に 、 遊 び を 通 し

て 保 育 現 場 で 実 践 で き る よ う に 、 絵 本 や 工 作 遊 び 、 お も ち ゃ

や 小 道 具 を 活 用 し な が ら 、 音 楽 遊 び の イ メ ー ジ を 多 様 な 視 点

で 膨 ら ま せ る 実 践 を 行 う 。  

・歌って遊ぼうわらべうた①乳児の遊び歌[実践] 歌って遊ぶ。 

・歌って遊ぼうわらべうた②幼児の遊び歌[実践] 歌って遊ぶ。 

・わらべうたを導入する手作りおもちゃ（紙コップ・牛乳パック・折

紙）づくり［制作］工夫をしながら小道具を作成する。 

・手作りおもちゃを使ったわらべうた［実践］作った道具のおもちゃ

で歌を歌いながらゲーム形式で遊ぶ。 

・わらべうた絵本・わらべうた紙芝居［実践］提示した「わらべうた

に関する絵本・紙芝居」の中から、一人一冊を選び読み聞かせをす

る。 

・わらべうた発表会①（指導案作成）［作成］わらべうた指導案を 

１０分程度の内容で立案し、イメージを膨らませる。 

・わらべうた発表会②（発表）グループを作成し一人ずつ実践する。

先生役・子ども役・観察役をローテンションで体験する。 

・まとめ・振り返り「音楽遊びノート」［作成・提出］［添削・返却

］までを行う。 

 

CHECK 

自己点検・評価  

授業評価アンケート 

 

 

 

 ⇩ 

お お む ね 学 生 た ち が 授 業 を 意 欲 的 に 取 り 組 み 、 興 味 関 心 を 示

し た 結 果 と な っ た 。 集 中 講 義 だ っ た た め 、 予 習 復 習 の 部 分 は

「 音 楽 遊 び ノ ー ト 」 の 整 理 時 間 に 当 て た つ も り で あ っ た が 、

説 明 が 足 り な か っ た と 感 じ た 。  

７．学習成果の到達目標に対する新しい知識や技能の習得の評価が

高かったのは、わらべうたへの知識や技能の習得が得られた結果と

受け止めた。しかし、１０．学生の理解度等を見ての授業展開の評

価が低かった点については、わらべうたが難しいと感じる学生に対

しての配慮が足りなかったと考える。説明や理解を深める方法を検

討する必要があると感じた。 

 

ACTION 

次年度に向けての  

改善策・見直し  

 

わ ら べ う た を 歌 う 時 間 、 覚 え る 時 間 を 確 保 す る 。  

集中講義では、保育現場での実践に重点を置き授業を展開したが、

初めて耳にするわらべうたが多く、音程の難しさ、うた絵本の難し

さを示す学生がいたため、わらべうたは楽譜の事前配布等を通して

覚えらえる環境を提示することを検討したい。  
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